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住
所
 
〒
二
五
四－

〇
〇
四
六
 
神
奈
川
県
平
塚
市
立
野
町
二
〇－

二
二 

電
話
 
〇
四
六
三－

三
一－

五
五
二
〇 

交
通
 
平
塚
駅 (

JR) 

北
口
バ
ス
7
番 (

平
88
伊
勢
原
駅
南
行) 

「
立
野
町
」(

四
停
留
所
目) 

下
車
徒
歩
三
分 

  

 

設
立
 
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年 

 

十
二
月
二
十
七
日 

 

初
代
教
会
長
・
奥
川
正
造
師
は
、幼
少
の
頃
か
ら
信
仰
心
が
篤

く
、
十
九
歳
で
京
都
か
ら
大
阪
に
出
て
、
医
師
と
し
て
身
を
立
て

る
べ
く
勉
学
中
、
難
波
教
会
の
ご
比
礼
見
聞
す
る
に
あ
た
り
、
特

別
の
動
機
ら
し
き
も
の
も
無
く
入
信
し
た
。日
頃
の
信
仰
好
き
か

ら
の
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 
や
が
て
上
京
し
て
か
ら
は
、本
郷
教
会
に
参
拝
し
信
心
に
励
み
、

信
徒
総
代
の
御
用
を
務
め
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
師
は
、
再
三

再
四
に
亘
っ
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
所
を
、
そ
の
都
度
奇
跡
的
な

お
か
げ
を
蒙
ら
れ
、世
の
人
に
こ
の
お
道
を
伝
え
た
い
と
の
願
い

を
も
た
れ
て
い
た
。 

 
そ
し
て
、
昭
和
四
年
、
本
郷
教

会
二
代
教
会
長
・
西
村
伝
蔵
師
の

「
御
用
に
立
て
」
と
の
お
言
葉
を

奉
じ
て
平
塚
布
教
に
赴
く
事
に
な

る
。
五
十
一
歳
の
事
で
あ
っ
た
。 

現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
場
所
に
布
教

所
を
設
け
て
の
発
足
だ
っ
た
。や
が
て
平
塚
新
宿
に
教
会
を
新
築

し
、昭
和
十
年
に
教
会
長
の
任
命
を
受
け
て
教
会
が
開
設
さ
れ
た
。

昭
和
十
四
年
に
正
造
師
が
帰
幽
さ
れ
た
。 

 
そ
の
後
は
、
初
代
教
会
長
夫
人
・
奥
川
さ
き
様
が
、
戦
前
・
戦

中
・
戦
後
と
教
会
を
守
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
、
御
殿
場
教

会
在
籍
の
若
田
達
雄
師
が
、
教
会
後
継
の
為
に
赴
任
し
、
教
務
の

御
用
を
さ
れ
な
が
ら
、
毎
月
教
会
だ
よ
り
、
ハ
ガ
キ
伝
導
を
発
行

し
て
布
教
を
進
め
、
家
族
の
勢
信
心
を
願
い
、
信
心
継
承
を
進
め

て
い
た
。
平
成
十
七
年
に
現
教
会
長
・
奥
川
美
智
雄
師
に
教
会
長

を
譲
り
、
現
教
会
長
も
先
代
の
信
心
を
継
承
し
、
教
会
だ
よ
り
を

始
め
、
月
毎
の
祭
典
後
の
教
話
に
力
を
入
れ
て
、
信
心
の
伝
導
に

励
ん
で
い
る
。 

 
な
お
、平
成
三
十
年
十
二
月
二
日
に
奥
川
昌
子
姫
が
九
十
三
歳

で
、令
和
三
年
一
月
九
日
に
奥
川
達
雄
大
人
が
九
十
八
歳
で
お
国

替
え
し
て
、
名
実
と
も
に
代
替
わ
り
が
出
来
て
い
る
。 

 
 

平
塚
教
会 

教会長 奥川美智雄 
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登
⼾
教
会 

住
所
 
〒
二
一
四－

〇
〇
三
八
 
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
生
田
五－

二
四－

九 

電
話
 
〇
四
四－

九
五
五－

一
九
五
四 

交
通
 
①
読
売
ラ
ン
ド
前
駅 (

小
田
急)

バ
ス
1
番 (

05
城
下
行)

「
馬
場
南
」
下
車 

徒
歩
七
分
 
②
同
駅
よ
り
徒
歩
二
十
分 

  

 

設
立
 
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年 

 

十
二
月
十
六
日 

 

初
代
登
戸
教
会
長
南
吉
三
郎
師
は
、
三
重
県
松
阪
で
生
ま
れ
、

三
十
歳
の
時
、
南
む
め
師
と
結
婚
、
南
姓
を
名
乗
り
東
京
新
宿
三

丁
目
で
菓
子
製
造
販
売
を
営
み
ま
す
。 

 
四
十
歳
の
時
に
坐
骨
神
経
痛
を
患
い
、あ
ら
ゆ
る
治
療
を
試
み

ま
す
が
良
く
な
ら
ず
、
生
き
る
気
力
を
失
い
か
け
て
い
た
時
、
お

店
に
飴
を
卸
し
て
い
た
方
か
ら「
そ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
な
ら
、

一
度
金
光
教
赤
坂
教
会
に
参
ら
れ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
」と
勧

め
ら
れ
、
大
正
八
年
十
月
十
九
日
夫
婦
で
赤
坂
教
会
に
、
初
参
拝

し
ま
し
た
。 

 
そ
の
時
、
初
代
教
会
長
竹
内
伊
兵
衛
師
か
ら
「
人
間
は
、
皆
天

地
の
親
神
様
の
大
き
な
お
働
き
の

中
で
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
の

で
す
」「
お
か
げ
を
頂
き
た
い
な

ら
、
一
心
に
な
っ
て
、
神
様
に
お

任
せ
し
な
さ
い
」
と
の
ご
理
解
を

頂
き
、
そ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
信
心
に
励
み
、
入
信
し
て
四

か
月
後
、
全
快
の
お
か
げ
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
、
御
礼
参
拝
し
た
時
、
竹
内
師
か
ら
「
神
様
へ
の
お
礼

は
、難
儀
を
抱
え
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
お

礼
で
す
」
と
の
ご
理
解
を
頂
き
、
そ
の
後
仕
事
を
辞
め
て
、
布
教

の
御
用
に
あ
た
り
ま
す
。 

 
昭
和
七
年
に
は
、川
崎
市
登
戸
の
地
に
移
転
し
て
布
教
所
を
設

け
、
同
十
一
年
十
二
月
十
六
日
に
は
、
登
戸
教
会
と
し
て
公
の
認

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
昭
和
二
十
三
年
南
吉
三
郎
師
が
七
十
歳
で
帰
幽
し
、そ
の
後
二

代
教
会
長
に
妻
の
南
む
め
師
が
、更
に
三
代
教
会
長
に
南
ち
よ
子
 

師
が
、
現
在
は
、
南
清
孝
師
が
四
代
教
会
長
と
し
て
、
御
用
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

教会長 南 清孝 
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住
所
 
〒
二
三
〇－

〇
〇
七
八
 
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
岸
谷
一－

二
四－

一
四 

電
話
 
〇
四
五－

五
八
二－

一
八
六
〇 

交
通
 
生
麦
駅 (

京
浜
急
行)

よ
り
徒
歩
五
分 

   

 

設
立
 
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年 

 

四
月
九
日 

 

昭
和
十
三
年
四
月
九
日
に
、小
澤
和
儀
師
が
金
光
教
生
麦
小
教

会
所
を
設
立
し
、
昭
和
十
六
年
四
月
に
初
代
教
会
長
と
な
ら
れ
、

布
教
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
当
時
日
本
は
戦
時
中
で
あ
り
、小
澤
師
は
八
ヶ

月
後
の
十
二
月
に
徴
用
さ
れ
、残
念
な
事
に
昭
和
二
十
一
年
に
戦

地
に
て
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 
小
澤
師
が
戦
地
に
赴
く
あ
い
だ
、鶴
見
教
会
副
教
会
長
櫻
井
源

吾
師
が
手
代
わ
り
と
し
て
教
会
を
守
り
、
後
に
教
義
講
究
所
（
金

光
教
学
院
）を
卒
業
し
て
鶴
見
に
戻
っ
て
き
た
今
村
可
乃
師
が
後

を
引
き
継
ぎ
、
教
会
を
守
り
ま
し
た
。 

 
小
澤
師
が
帰
幽
さ
れ
た
と
連

絡
が
来
た
後
、
昭
和
二
十
一
年

十
二
月
に
、
今
村
可
乃
師
が
生

麦
教
会
二
代
教
会
長
に
任
命
さ

れ
、
平
成
四
年
に
亡
く
な
ら
れ

る
ま
で
終
生
御
用
に
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、
独
り
身
の
可
乃
師
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
妹
の
長
女

で
あ
る
久
子
師
を
迎
え
、
養
女
と
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
に

は
、金
光
教
甘
木
教
会
に
て
教
師
と
し
て
御
用
に
仕
え
て
い
た
福

浦
國
廣
師
が
、
久
子
師
と
結
婚
、
國
廣
師
を
跡
取
り
と
し
て
養
子

に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。 

 
可
乃
師
が
帰
幽
さ
れ
た
後
、平
成
五
年
に
三
代
教
会
長
と
し
て

今
村
國
廣
師
が
就
任
。
現
在
ま
で
教
会
長
と
し
て
、
久
子
師
、
息

子
夫
妻
の
誠
師
、
則
子
師
と
共
に
御
用
に
当
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

⽣
⻨
教
会 

教会長 今村國廣 

 


